
政策の柱 政策名 2　保育サービスの拡充など積極的な子育て支援等の展開

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
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「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

未来とやま

家庭や地域において、安心して子どもを生み育てられる環境を整備されるとともに、社会全体で
子育てを支える気運の醸成が図られていること。

　・年度途中入所促進事業
　　　年度途中入所に対応するため、年度当初から保育士を配置する経費を支援

　・富山県子ども・子育て支援施設整備事業費補助金（病児保育施設）
　　　病児保育事業を実施するための施設の整備を促進することにより、病児保育事業を推進

■多様な保育・子育て支援サービスの充実

　・特別保育事業
　　　延長保育、病児・病後児保育等多様な保育サービスの充実を支援

(1)多様な保育サービ
スや放課後児童クラ
ブの拡充

　・病児・病後児保育充実促進事業
　　　病児対応型、病後児対応型施設の設置促進のため県独自に運営費等を支援

　・医療的ケア児保育支援事業
　　　医療的ケア児を受け入れる保育所等の体制整備を支援

　・ハートフル保育カウンセラー派遣事業
　　　発達障害に関する専門的助言を行う臨床心理士を保育所等へ派遣

　・放課後児童クラブ時間延長支援事業
　　　支援員を複数名配置し、18時30分を超えて開設するクラブを支援

　・放課後児童支援員認定研修事業
　　　子ども・子育て支援新制度において放課後児童クラブに配置が義務付けられた
　　　「放課後児童支援員」の認定に必要な研修の開催

　・地域子ども・子育て支援事業
　　　地域子育て支援拠点の運営や一時預かり事業等の実施を支援

　・未就学児をもつ潜在保育士保育所復帰支援事業
　　　潜在保育士が復帰する場合に保育料の一部を貸付

　・保育士キャリアアップ研修事業
　　　保育士等の処遇改善のため、キャリアアップにつながる研修を実施

　・放課後児童クラブ事業
　　　保護者が昼間家にいない児童に対し、放課後や休日に学校の空き教室、児童館等を
　　　利用し、遊びや生活の場を与える活動の運営費、施設整備費等に対する補助

■放課後児童クラブの拡充

　・保育補助者雇上支援事業
　　　保育士の負担軽減のため、保育補助者の雇用経費を貸付

　・保育士・保育所支援センター事業
　　　潜在保育士の就職支援等を行うセンターを運営、就職説明会の開催

　・潜在保育士再就職支援事業
　　　再就職が決まった潜在保育士に就職準備に必要な資金を貸付

　・保育教諭資格取得支援事業
　　　認定こども園等の保育教諭の確保を支援

　・【拡】産後ヘルパー派遣実施体制強化事業
　　　産後ヘルパー派遣の利用率向上に向け、ヘルパー人材の確保対策への支援及び
　　　産後ヘルパー向け研修会を開催

　・放課後児童クラブ時間延長支援職員マッチング事業
　　　18時以降や夏休み等の長時間開設時の臨時的職員確保のため、学生を
　　　対象とした研修の開催、マッチングの実施

　・施設型給付費等負担金
　　　子ども・子育て支援新制度における保育所等の運営費、質の改善に係る経費

　・未来の富山の保育士確保事業
　　　高校生や養成校学生に対し、保育士の仕事をPR

　・【新】病児・病後児保育利便性向上事業
　　　病児・病後児保育の利便性向上のため、インターネットでの予約を可能とするICT化を推進

　・保育士修学資金貸付事業
　　　保育士養成施設に入学、在学する者に修学資金を貸付
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活動指標

158か所 152か所 153か所

731人 730人 1,330人

76.1% 66%
増加させ

る

目標

R8
(2026年度)

とやま子育て応援団を利用したことがある人の割
合(未就学児を持つ保護者)

保育所等で一時的に乳幼児を預かる事業の実施
箇所数

子育て支援員研修の受講者のうち、全科目を受講
して修了証を交付した者の数

指標の説明R3
(2021年度)

　【新】子育て家庭お出かけ推進事業
　　　子育て家庭がお出かけしやすい環境づくりのため、とやま子育て応援団協賛企業が行う
　　　子育て家庭に配慮したサービスの提供や設備の整備を支援

　・【新】男性の育児休業取得緊急促進事業
　　　女性の家事・育児の負担感を解消し、子どもを産み育てやすい環境づくりを促進するため、
　　　男性の育児休業取得者とその事業主に補助金を交付

■子育てを支援する人材の育成

　・家庭教育総合相談事業（再掲）
　　　子育て情報ホームページによる情報提供や、電話相談やカウンセリング、
      電子メール相談等の実施

■相談機能の充実

　・子育て支援員研修事業
　　　地域で子育てを支援する人材を養成する研修の開催

　・こども・子育て応援とやま賞の授与
　　　地域のこども・子育て支援等に積極的に取り組み、優れた成果を上げている個人・団体等を
　　　顕彰

　・地域子ども・子育て支援事業（再掲）
　　　地域子育て支援拠点の運営や一時預かり事業等の実施を支援

　・「マイ保育園」推進事業
　　　身近な保育園で妊婦や子育て中の親に対する育児体験・相談等を実施

　・とやまっ子さんさん広場推進事業
　　　地域住民やＮＰＯによる自主的な子どもの居場所づくりに対する補助

■子育て情報の提供

　・子育て支援等に関するポータルサイト「とみいくフレフレ」の運営・管理

■安心して子育てができる生活環境の整備

子育て支援員研修修了者数

とやま子育て応援団の利用度

指標名
現況
R3年度

(4)社会全体での子育
て支援の気運醸成

一時預かり事業実施箇所数

　・【拡】子育て支援AIチャットボット運用事業
　　　子育て世帯がスマートフォンから手軽に子育て支援情報を入手でき、また相談体制の充実を
　　　図るため、令和４年度に導入した子育て支援AIチャットボットの運用管理

(2)子育て情報の提供
や相談機能の充実

　・第４子以上誕生お祝い事業
　　　第４子以上が生まれた家庭を社会全体で祝うため、広報紙での紹介や県立文化・
　　　スポーツ施設の利用パスポート配布等

■社会全体で子どもや子育てを支援する意識づくり

　・臨時保育室設置事業
　　　公共施設等において催物を開催した場合、施設内に臨時保育室を設置

■子育て支援活動の促進(３)地域住民による子
育て支援の促進

■家族のふれあいを促進する啓発活動の促進

　・とやま子育て応援団運営費
　　　子育て家庭のふれあいや企業、地域社会全体で子育て家庭を応援するため実施している
　　　「とやま子育て応援団」の運営管理及び普及

　・とやま子育てイメージアップ事業
　　　利用に対する抵抗感があると意見があったサービスについて動画を作成し配信


